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分担研究報告書
昭和大学チーム医療における乳がん治療と社会生活の両立に対する包括的支援のありかた
研究分担者：中村清吾（昭和大学医学部乳腺外科 教授）
A. 研究目的

　現在、乳がん治療は局所の手術療や放射線治療に加えて、化学療法やホルモン療法といた長期的な薬物療法が再発予防や生存に寄与する目的で行われている。長期的な薬物療法の多くは、外来で行われ、就労といった社会的役割と治療の両立に悩む患者も多い。その一方で、医療者が就労に対する知識が不十分であったり、コミュニケーション不足により、個々の患者に対して適切な支援が行われているとは言い難い現状がある。そこで、乳がん診療に携わる多職種によるチームアプローチの促進を目的とした、乳がん患者就労支援のためのワークショップを開催し、今後の課題について検討した。
B. 研究方法

日時：第1回：平成26年2月18日
第2回：平成26年2月25日
両日受講を原則とする。

場所：昭和大学
対象者：がん患者の相談業務に関連した医療従事者および当事者

C. 研究結果

第1回は、がん治療と就労に関する現状の課題および相談支援をするうえで必要な社会保障制度や関連法規について学習した。第2回は、実際の相談事例をもとに、具体的な支援の方法について学習した。その後、ロールプレイを行い、採用する企業側の面接官、就労を希望する患者役、実際に臨床において相談をうける医療者役、観察者役を体験した。患者役を体験した受講者は、病名を伝えることの抵抗感を実感し、相談を受ける医療者からは、相談者のおかれた状況に合わせて、当事者と医師、看護師、MSWが協力してアプローチすることの重要性が語られた。
D. 考察

2日間のワークショップを通して、がん患者の就労状況や治療状況に合わせて、各職種の専門性を活用したmultidisciplinaryチームでの支援のありかたについて検討することができた。今後は、診断早期より就労に関するディスカッションを患者と行いながら、個々の背景に合わせた治療と就労の両立への支援を行っていくことが課題である。
E. 結論

多職種を対象としたがん治療と就労支援に向けたワークショップの開催は施設内における具体的なチームアプローチを促進するために有効であることが示唆された。
F. 研究発表
特になし
G．知的財産権の出願・登録状況
特記すべきことなし
【要旨】


乳がん患者の就労支援に対する乳がん診療に携わる多職種によるチームアプローチの促進を目的としたワークショップを開催し、各職種の専門性を活用しmultidisciplinaryチームでの支援のありかたについて検討することができた。今後は、担当医・看護師が診断早期より就労に関するディスカッションを積極的に患者と行うことにより、適切な支援につなげていくことが課題として挙げられた。











